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平
成
十
八
年
七
月
三
十
日
、
第
六

回
北
部
九
州
三
県
合
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
交
流
会
が
長
崎
県
佐
世
保
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 当
日
は
猛
暑

の
中
、
長
崎
県
、
佐
賀
県
、
福
岡
県

か
ら
四
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。 
「さ
わ
や
か
」
か
ら
は
山
田
、

江
頭
、
岡
の
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

今
回
は
福
腎
協
か
ら
も
楳
澤
福
岡
市

腎
友
会
会
長
、
吉
野
北
九
州
市
腎
友

会
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

午
前
中
に
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は

県
民
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
支
援
セ
ン

タ
1
長

岩
永
秀
徳
氏
に
よ
る
ボ
ラ
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ン
テ
イ
ア
の
定
義
・心
得
な
ど
を
実

生
活
の
中
の
出
来
事
を
交
え
ュ
ー
モ

ア
た
っ
。ふ
り
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
そ

の
話
の
中
で
も
、
町
の
崩
壊
は
①
挨

拶
を
し
な
く
な
る
↓
②
触
れ
合
い
が

な
く
な
る
↓
③
町
が
汚
れ
て
い
く
。 

と
い
う
経
緯
を
た
ど
る
の
だ
と
い
う

話
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
賓
で
出
席
の
織
田
県
議

会
議
員
は
、
ほ
ほ
え
み
佐
世
保
の
理

事
も
さ
れ
て
い
る
方
で
す
が
、
挨
拶

の
中
で
、
さ
わ
や
か
新
聞
を
手
に
示

さ
れ
「毎
月
拝
見
し
て
大
変
参
考
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
を
い

た
だ
き
、
今
後
の
製
作
に
ェ
ネ
ル
ギ

1
を
注
入
さ
れ
た
心
境
で
す
。

午
後
か
ら
の
交
流
会
は
、
江
頭
相

談
役
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
ま
し

た
が
、
そ
の
挨
拶
で
「混
沌
と
し
て

い
る
現
在
の
状
況
に
お
い
て
は
、
進

ん
で
ゆ
く
方
向
を
し
っ
か
り
示
し
て

活
動
し
て
い
か
な
い
と
取
り
残
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
」
と
持
論
を

述
べ
ま
し
た
。 
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

地
元
で
活
動
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
の
演
奏
が
あ
り
、
そ
の
演
奏

を
バ
ッ
ク
に
食
事
を
し
ま
し
た
。 

交
流
会
で
は
、
日
頃
ゆ
っ
く
り
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
各
事
業

所
の
方
々
と
、
今
一番
の
問
題
で
あ

る
、
「福
祉
有
償
運
送
」
や
道
路
交

通
法
改
正
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在

の
状
況
や
意
見
交
換
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ほ
ほ
え
み
な
が
さ
き

の
北
川
会
長
か
ら
、
九
州
地
区
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
た
い
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
、
佐
賀
の
富
崎
相
談
役

や
、
「ス
テ
ッ
プ
福
岡
」
の
岩
崎
理

事
長
は
協
力
を
約
束
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 
今
秋
に
は
、
準
備
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
九

州
の
送
迎
事
業
の
団
体
が
一枚
岩
と

な
り
、
行
政
や
地
域
に
協
力
を
求
め
、

よ
り
良
い
事
業
と
し
て
発
展
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
は
次
回
主
催
の
「ス
テ
ッ
プ

福
岡
」
岩
崎
理
事
長
が
「来
年
は
、

こ
の
難
局
を
ど
う
克
服
し
て
い
っ
た

の
か
、
ど
う
い
う
運
営
状
況
に
変
わ

っ
た
か
、
な
ど
の
意
見
交
換
を
メ
イ

ン
に
し
て
お
こ
な
い
た
い
。 
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

と
の
挨
拶
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

「さ
わ
や
か
」
は
北
九
州
市
並
び

に
関
係
機
関
・団
体
の
お
陰
を
も
ち
、

い
ち
早
く
運
営
協
議
会
を
立
ち
上
げ

て
い
た
だ
き
、
四
月
か
ら
法
令
に
添

っ
た
運
営
が
出
来
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
奮
聞
努
力
中
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
三
県
の
み
な
さ
ん
と

知
恵
を
絞
っ
て
突
き
進
ん
で
ま
い
り

た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
交
流
会

で
し
た
。 

(文
責
岡
) 

全 
常腎
務協
金理
子事

重落

「さ
わ
や
か
」
を
訪
問

七
月
二
十
、
二
十
一日
に
全
腎
協

の
金
子

智
常
務
理
事
と
、
宮
永
事

務
局
員
が
「さ
わ
や
か
」
の
事
務
所

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
有
償
運
送
の
実
施
に
伴
い
実

際
に
送
迎
の

様
子
を
見
学

さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
さ
ん
の

車
に
同
乗
さ

れ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
さ

ん
や
患
者
さ

ん
、
そ
の
ご

家
族
の
生
の

声
を
聞
い
て

い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
事

務
局
に
お
い

て
も
、
駐
車
違
反
の
取
締
り
の
件
や

現
在
の
問
題
点
な
ど
を
話
し
合
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 
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時
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日
二
十
国
日
(日
)

【

時

問

】

高
f
り
十
二時
ま
で

【

場

所

】

ウ
Hル
e
ば
た

【講
望

l,-司賽クー・二-'ク

院
長
国
中
系

先
生

【題
名
】 

量

人

書

華

の

基

に
つい
て

(

要

)

詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 
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玉
屋

一七
三
.三
 
(享
保
一八
) 年
、
前
年
の
大
飢

館
と
コ
レ
ラ
の
大
流
行
に
よ
る
死
者
の
霊
を
な

だ
め
、
悪
霊
退
散
祈
願
の
た
め
八
代
将
軍
吉
宗

は
「施
餓
鬼
」
を
催
し
大
川
端
で
花
火
を
揚
げ

ま
し
た
。 
こ
れ
が
両
国
の
花
火
で
す
。 そ
の
後

一九
六
一 
(昭
和
三
六
) 
年
を
最
後
に
交
通
渋

滞
、
建
物
の
密
集
、
川
の
汚
染
な
ど
を
理
由
に

中
止
が
決
ま
り
ま
し
た
。 
中
止
を
惜
し
む
フ
ァ

ン
の
声
に
押
さ
れ
て
一九
七
八
 
(昭
和
五
三
) 

年
に
復
活
し
ま
し
た
。
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中
国
で
発
明
さ
れ
「狼
煙
 
(の
ろ
し
) 
」
と

し
て
使
わ
れ
た
黒
色
火
薬
が
花
火
の
先
祖
で

す
。 観
賞
用
の
花
火
は
、
十
四
世
紀
後
半
イ
タ

リ
ア
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 そ
の
後
ョ
ー
ロ
ッ

パ
中
に
広
が
り
大
航
海
時
代
と
共
に
世
界
中
に

伝
わ
り
、
日
本
へ
の
火
薬
の
伝
来
は
一五
四
三

(天
文
十
二
) 
年
の
種
子
島
だ
が
、
二
ハ
ー 三

(慶
長
一八
) 
年
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
使
者
が
、

駿
河
城
の
徳
川
家
康
を
訪
ね
た
と
き
持
参
の
花

火
を
見
せ
た
の
が
一般
に
い
わ
れ
て
き
ま
し

た
。 
当
時
の
花
火
は
筒
か
ら
火
の
粉
が
吹
き
出

す
も
の
で
、
現
在
の
よ
う
な
打
ち
揚
げ
花
火
の

登
場
は
十
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。 

一六
五
九
 
(万
治
二
) 年
、
伊
賀

(三
重
県
) 
篠
原
村
、
弥
平
衛
と
い

う
青
年
が
江
戸
に
上
り
、
日
本
橋
横

山
町
に
「鍵
屋
」
を
興
し
ま
す
。 
葦

の
管
に
火
薬
を
っめ
た
花
火
を
作

り
、
大
評
判
と
な
った
と
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。 幕
府
に
よ
る
度
々
の
花
火

禁
止
令
も
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
緩

み
、
江
戸
の
豪
商
達
は
争
っ
て
鍵
屋

に
花
火
を
打
ち
揚
げ
さ
せ
た
。 
一八

〇
八
 
(文
化
五
)年
ご
ろ
鍵
屋
に
清

七
と
い
う
腕
の
良
い
番
頭
が
お
り
、

代
々
弥
兵
衛
を
名
乗
る
鍵
屋
か
ら
暖

簾
を
わ
け
て
も
ら
い
、
両
国
吉
川
町

に
分
家
「玉
屋
」
を
興
し
、
玉
屋
市

弥
兵
衛
を
名
乗
り
ま
し
た
。 
以
降
、

大
川
橋
の
川
開
き
は
「鍵
屋
」
「玉

屋
」
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。 と
こ
ろ

が
、
一八
四
三 
(天
保
十
四
) 
年
、

玉
屋
は
火
災
を
お
こ
し
江
戸
所
払
い

と
な
る
。 
こ
の
よ
う
に
玉
屋
は
一代

か
ぎ
り
で
断
絶
し
ま
し
た
。 

京
都
,五
山
の送
り
火

、
,o~)
、一e

お
盆
に
帰
っ
て
き
た
先
祖
の
精
霊
を
再
び
送
る
行
事
に
こ
と
。
室

降
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
京
都
を
囲
む
五
つ
の
山
に
「大

「左
大
文
字
」
「舟
形
」

い
う
も
の
で
す
。

大
文
字

-・
鳥
居
形
L _

- l

妙
法
L _

をか
た
どつ
た
火
を

一画
が
八
十
m、
二
画
が
百
六
十

m、
三
画
が
百
二
十
m
で
、
五
山
の
中

で
一番
最
初
に
点
火
さ
れ
る
。 そ
の
起

源
は
三
百
年
と
も
五
百
年
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。 妙法

妙
の
字
形
は
万
灯
籠
山
、
法
の
宇

形
は
大
黒
天
山
に
あ
る
が
、
二
山
一

対
で
一山
と
数
え
る
。
妙
法
の
字
は

法
華
宗
の
信
仰
に
由
来
。

小
倉
-小
文
字
山
の
迎
火

船
形
 

. 

別
名
「精
霊
船
」
と
も
呼
ば
れ
、
船

首
は
西
方
浄
土
に
向
い
て
い
る
と
い

わ
れ
る左
大
文
字

東
山
の
大
文
字
と
並
べ
て
左
に
見

え
る
こ
と
か
ら
、
左
大
文
字
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

鳥
居
形

こ
の
鳥
居
形
が
点
火
さ
れ
る
鳥
居
本

は
、
愛
宕
山
へ
の
参
道
に
あ
る
と
り
い

こn
に
。 

t 

, , 
小
文
字
山
の
迎
火
の
起
こ
り
は
昭
和
二
十
三
年
十
月
第
三
回
全
国
国
民
体
育
大
会

に
始
ま
る
。
足
立
山
系
の
一峯
標
高
3
5
6
'
2
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
に
「小
」
の
小

文
字
を
焚
い
た
、
多
数
の
選
手
団
の
歓
迎
の
意
を
こ
め
た
催
し
で
し
た
。
翌
年
よ
り

月
遅
れ
の
孟
蘭
盆
、
八
月
十
三
日
に
迎
火
と
し
て
焚
<
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ち
一ーみ
に
、
八
幡
の
.m1倉
山
で
は
八
文
字
焼
き
が
行
わ
れ
ま
す
。 
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